
水素製造装置および水素製造方法（特許第4936454号 ）

独立行政法人 日本原子力研究開発機構保有特許

IS*法による水素製造装置において、熱供給器から水分膜分離装置に充分な熱を供給してヨウ素の析
出を防ぎ、また、予めヨウ化水素水溶液中のヨウ素を除去して室温時の析出を回避させる。これにより
同水溶液の濃縮分解が進行し、水素製造効率が向上する。

* IS(Iodine Sulfur)法：ヨウ素(I2)と二酸化硫黄(SO2)を用いて水を熱分解する水素製造法

技術的特長

１．水分膜分離効果が向上し、ヨウ化水素水溶液を効率良く濃縮できる。

２．ヨウ素の析出回避による水分膜分離効果向上と、室温での濃縮が可能になる。

発明の効果

有力な次世代エネルギー源である水素の利用拡大に向け、本発明は高温ガス炉や製鉄所廃熱、太
陽熱等と水による安定した大規模水素製造法としての産業化が期待される。

(1)電気・ガス等公益エネルギー産業 (2)自動車・燃料電池産業 (3)中小型発電プラント

(4)化学・製鉄プラント (5)測候所・灯台、離島等電力供給施設

本特許の活用用途

ご相談は下記まで御連絡ください
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１．【図１】に示す水素製造装置において、

【図２】のヨウ化水素精製濃縮過程に必

要な熱エネルギーを、熱供給器26から

水分膜分離装置６に供給してヨウ素の

析出を防ぐことにより、水分膜分離効果

を向上させ、ヨウ素化水溶液の濃縮を進

行させる。

２．予めヨウ化水素水溶液中のヨウ素を除

去し、【図３】の水選択透過膜８によって

水分膜分離する際のヨウ素析出を回避

させる。その結果、水分膜分離効果が

向上し、室温での濃縮が可能になる。

更に詳しくは、次のような特許内容、特長を有しています。

特 許 内 容

本特許の具体的内容

室温にてヨウ化水素水溶液を濃縮すると、
ヨウ素が析出して水分膜分離効率が低下し
水素製造効率が悪くなる。

従来の問題点

【図２】ヨウ化水素精製濃縮装置概略構成(水分膜分離装置周り)
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【図１】水素製造装置(概略構成図)

【図３】水分膜分離装置概略図

１ 水素製造装置
２ ブンゼン反応装置
３ ヨウ化水素濃縮分解装置
４ 硫酸濃縮分解装置
５ ブンゼン反応器
６ 水分膜分離装置
７ 二層分離器
８ 水選択透過膜
９ ヨウ化水素精製濃縮装置
１０ 中間熱交換器
１０a(b) 一(二)次ヘリウム

ガス配管
１１ ヨウ化水素分解器
１３(１９、２０) ガス配管
１４ 硫酸精製濃縮器
１５ 硫黄分解器
１７ 三酸化硫黄分解器
２１ ヨウ化水素溶液供給室
２２ 電気透析器
２３ ヨウ化水素溶液透過室
２４ 蒸留塔
２６ 熱供給器


